
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本日より３日間の出張のため、木曜日実施予定の「平日課題」を月曜日に行いました。今回は、

６年生対象。（５年生はまだ学習していない学習領域のため） しかし、さすが５年生！ ３２

名参加！ ６年生とあわせて、受験教室を２教室準備することとなりました。（６年生３６名は

会議室にて試験官は私。５年生３２名は理科室で試験官は田仲教諭にお手伝いしてもらいまし

た。お昼休み、１０分間の試験時間です。） 

「校長先生、問題おかしいですよ」「えっ!? 某有名問題集からの出題で、ほら、問題集の通

りでしょ」「でも、Aは答えが－（マイナス）になるので、Bと同じ答えになりませんよ。」・・・。

と、６年の與那城教諭から指摘されました。 

平日課題は、単なる計算等の復習テストではなく、子ども達の可能性を彼ら自身が実感できる

よう、学年の枠を外しての発展的な問題から選考しています。今回は、問題に課題がありました

が、そこを乗り越えて、５年生から１名、６年生から１名が、見事にこの問題における「きまり」

をみつけてくれました。 

解答は「答えが同じになるきまりとは、「分母の差の数が、２つの分子になっている」というこ

と」です。その決まりを発見すれば、計算しなくても答えることができます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そこで、リベンジとばかり、翌日の火曜日に「解説」と「リベンジテスト」を実施しました。 

解説後はほぼ全員満点でした。模範解答を紹介します。 

◇
下
の
写
真
は
、
平
日
課
題
の

申
し
込
み
を
し
て
い
る
５
年

生
の
様
子
で
す
。 

◇
左
の
写
真
は
、
火
曜
日
「
問

題
解
説
」
後
の
リ
ベ
ン
ジ
テ
ス

ト
の
様
子
で
す
。
集
中
し
て
解

説
を
聞
い
て
い
る
の
で
、
短
い

時
間
で
答
え
を
書
い
て
い
ま

し
た
。 


